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　弊社は電子機器、特にPCを利用した計測制御機
器（ADボード・リモートIO等）の自社開発を中心に
事業を展開しております。これまで、電子機器・音
響機器の開発メーカーとして、高知工科大学との共
同研究による、超低周波の音波計測機（インフラサ
ウンドセンサー）の開発を実施してきました。イン
フラサウンドとは、0.003Hz ～ 20Hz帯の超低周
波の音波を指し、遠方まで減衰せず到達する性質を
持っています。その性質から、津波や土砂災害と
いった大きな自然現象を遠隔地でモニタリングする

ことが可能です。弊社が開発しているインフラサウ
ンドセンサーにより、既に大規模災害の検出が可能
になっています。また、初の国産インフラサウンド
センサーであり、国外の競合製品と比較して、精度・
利便性において優れた機能を有することが明らかと
なっています。
　今回の試作では、主に鉄道や道路周辺での土砂崩
れ発生時における、車両事故等の２次災害を未然に
防止するため、センサーケーブル不要な、小型のイ
ンフラサウンドセンサー開発を実施しました。

　本試作事業は、以下の３つの項目について実施し
ました。
（1）インフラサウンドセンサーの小型化
　弊社が既に開発していたインフラサウンドセン
サーは、0.001Hzといった超超低周波を計測する
ことが可能です。しかし、土砂崩れで生じるインフ
ラサウンドは比較的高い周波数が多いため、下限を
0.1Hzと設定しました。これにより、従来のインフ
ラサウンドセンサーと比較して大幅な小型化が実現
できました。小型化と共に、バッテリを内蔵するこ
とで、災害発生時に同時に起こりうる停電にも対応
することが可能となりました。
（2）土砂崩れ検出システムの開発
　小型化したインフラサウンドセンサーを複数台利

用して、土砂崩れによって生じるインフラサウンド
を検出するシステムを開発しました。土砂崩れのイ
ンフラサウンドは、鉄道や道路などの沿線を、崩落
拠点を中心に時間を追って広がっていきます。この
時に生じる時間差を、複数のインフラサウンドセン
サーで検出するシステムの開発を実施しました。
（3）インフラサウンドセンサー試験設備の開発
　弊社は、国内初のインフラサウンドセンサー実用
化に成功しています。そのため、国内には、インフ
ラサウンドの標準的な試験設備が存在していませ
ん。特に20Hz以下の音を発生することは従来の音
響装置では不可能なため、専用の試験装置を開発し
ました。

本事業への取組みの経緯・目的
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　小型インフラサウンドセンサーとしては充分な能
力を持つものの、土砂崩れ検知システムとしては、
100%の精度を出せていません。精度を高めるため
には、土中の水分量・水位を計測するシステムをイ
ンフラサウンドセンサーと組み合わせることが必要
と考えています。これら複数のデータ計測を通じて、
100%近い高い精度の土砂崩れ検知システムの開発
を目指したいと考えています。当初は、土木工事現
場への導入を目指し、工事の安全確保用途での活用
を提案する予定です。当社の土砂崩れ検知システム
は、従来のものと比較して、コスト面でかなりの優
位性が認められることから、一定の成果を得ること
ができれば、日本のみならず世界中の土砂災害発生
地域の安全確保に役立つと考えています。

　本事業の実施により、小型インフラサウンドセン
サー（ADXⅡ-INF02）の開発に成功しました。その
後、共同研究者である高知工科大学に、測定機の評
価を依頼しました。真空チャンバー試験および低温
試験、低圧環境試験等の実施により、0.1Hzの値が
安定して測定できていることが確認できました。ま
た、JAXAにおいてもテストされており、小型であ
ることから、将来的には火星等の大気のある惑星探

査の際にも活用できるのではないか、との意見を頂
いております。
　インフラサウンドセンサーとして充分な能力を持
つ点、更に世界最小最軽量である点が評価されてお
り、様々な環境に応用可能であることが明らかにな
りました。
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　弊社は、長年、超低周波の音響センサー
（インフラサウンドセンサー）の開発と、そ
のセンサーの防災分野への応用を検討して
きましたが、日々の業務に追われ、投資余
裕もありませんでした。
　そのような中、ものづくり補助金の支援
で、長年の目標であった、インフラサウン
ドセンサーの商品開発に取り組むことが出
来ました。
　インフラサウンドセンサーは津波、土砂
崩れなどをリモートセンシングできるほか、
これまで主観で判断されてきた低周波騒音
についても、明確な測定結果を示すことが
出来る画期的なものです。
　今後も、インフラサウンド関連の製品開
発、事業化を積極的に行っていきたいと考
えます。
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